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① 一周 末の轡細部分 (例えば80メツシ-以下の如き)の含有量のあい,もの時宜拘

えを起した.一懐櫨衣として通常でな㈹ らう∴､

⑧ 良好なる懐波束を用うるならば,.懐蛙の温度は大体 45-165OCであう-て,-を
■ ヽ

の痔揖時間暗約 7時間vch及ぶ.A

-⑧ 三極嚢は通常に加工すれば,懐波束原料として優秀なものセあらう∴

ということか明かとなった.-

確 りにのぞみ,本音験に用viた三種衆絵高知解須崎町笹頑 旨之助民の寄静柊か i

るものであ?て,同氏に謝意を表するものである･

(昭和22年10月11日て日本農蛮化草食鮒西軍部例倉にて襲表)′
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高温虚琴脱膳大豆粉接着剤の研究

ず ･studiesontheAdhesiveofAbs'OrbentSoy-bean′t

Powdertrea･ted?tHi'ghTemperature.

,顔 ･ 軍 勝 之 *
IMasayuki☆AKITA

･(研 究 療 育己)'

卜 緒 言 _
/

､ヽ

従来晩脂大豆より精製した粗大軍カゼイ1/が苧乳カゼインに劣る原因に?小芋･一

大豆を晩脂する際ベンヂン油田によるとき紘加熱蒸乗を吹考込む故,晩階大豆中′の 一

茸白質が撃質を受けることに基因す拳と言われ,之がため可及埠白鷹ゐ状藤を保つ

七熱壁際を避けるこ.2=ガ望まれた･t ,' O∫

それ故大豆を声油べ./_ぎンと･メタノー-,Lとの最低英軍混合鍬 t-より慶理し,醇剤 一
__一 f

を城塞下に於て回牧することがよいとされ革･

筆者紘7ベンヂン高温抽出耽脂大豆につylて蛋白質を抽出せず除脂大更を粉塵した 淘
∫

粉末にづいて接着剤どt,ての性能に､閲し嘗験を試みた,

*戸田合塀工業株式合歓 (大阪)
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ノ a.疲 末度転_つレて

試料卿旨大豆を粉砕し,-80-10町 100-120∴1室0-150,'156-20 0 , 2 0 0 γ 2 5 0 . 二

一250才?_シ≠以上む夫 飾々別し,-その各亮について400ボ-メ苛性ソ/-ダ 2 5 % , 帝 石q

- '%･轡 T4･磁 て壷糊した･- 響 何淀も15%聖 率の1車 庫 カ -

畢取を3枚合せの合板とし15kg/ch之のカ腔力にて15-時間塵挿せろ後5日 間 風 乾

Li･就虚片は日本合板槍遮断規格vt従って50Q麗 シヨツパp+型試験機を軍V,'{ 試 鹸

した.

1 その結界第 1表 に示す株に接着力埠明らかに粉末度と正比例し､,琴千滴 田中い程

接着 力は高 くなった.

水 の添加量は粒子の粗 さの各段野を同一 (3馬借)･tする之 120メ7㌧,-以下は

粘度 が殆ん 芝田や,.廟 や状態 を呈し卑おちた.叉 _250メツ.㌢チ以上は分解か進みす

ぎ恕 食か粘度が低下 した.それ故接着力を測定するに際して汝第1表匹示す慮 り塗{

布 に通常な粘皮 とな る棟水の添加量 を調節して製糊することにした.-

二等 1表 粉末度と接着力との関係一■

粉 末 軒 い ッ.シユ)1-
80 一一 1 00- 100.-120120-150

了義一加 ∴水 -,畳:I(鰭) ･年.Lo 4.d∴一一-1夢.- 3.6 I-3.6; . a.5. ,3.4,

b･苛性 ?-ダ.o添加量につかて.I

粉末度に開す畠嘗験で 250メtl,シi通過の鹿脂大豆粉が最もよい嘩巣を現わすこ
(

とが明らかとなったが,賀静間題として 250メツシ-通過a?瀞末を集め●るととは内＼

髄なので 150メツrシ-通過の晩胎大豆粉に･ついて以下の賓験を行?声.

ン苛性ソーダの添加重な各妬 7,10,15,10,25,-35,40,45%(400ボーメ)と′
J′

し,∴石衣は20%,添加砥量捻3･5⊥3･8倍とした･その他蜂àと重 く同株である-.′

その時果第2′表に示す棟に 35% 添力近 ものが最も好結果を示し,-塗布に嘩嘗な
JL

準疲とな り可使時間も畠藤間以上となった･女苛嘩 ゾ-グの添加量が fo%以下の
･ヽ

..～
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ときはaの場合即ち粉末度の琴や場合と同棲輝度力準 ､ない ので 水の

して塗布することにした.

第2表'-苛性1)-ダの添加量と･接着力との閲係

･苧加配 多く

(形)苛性 ソ.-ダ .4. 7 10___.i- .15 20 - ,. 25 35二 一 45ー

, (檀)添 加永 童 ..3.8 :3.8ふノ3●.7 3.6.表｣ー___ 3..5 ?.'5 -3.5 3.5 3.5.

i

Ji

+ /

C. 石衣の添加量について .～

150メ･ツワ 通過の脱脂大豆粉につき苛性ソーダ申添加量を35%及び20鬼,石針

め.添加量を各々 5,10,一15;20,25,30;A-40%,水の添加量を粉末重量の3･5倍と/､5:i

した.･ ･
ヽ I
その結果苛性ソ-タを 35%添加したものが金融 紙 接費男如高く,石衣の添加最

は,苛性ソーダ 20%添力め際には 25%,琴海性ソー#;35%添加a)際には 15%が
｡■■,一

最もよい結果を示′した.嘉衣を 30%以上添加し五時 は糊が硬く-て轟布が困難であ

ち.

了 ... 第3琴 ･石衣の感知量と接着力との関係

(接着力kg/25×25叩血)

石 ∴ 康(形).NaOH501Lo b ) . Y.5: loヰ ■15.i___d申｣_ 20-qー鼻 .､25 - ~30 二一40

20 98 坤,? 132 t 150 i57- 12-1 105∫

gL

d･水の添加草に恕 ･て N -

苛性ソ-ダ写0%,有衣20%を添加し,水野添加量を夫々3･0,3･3,,3･5･4･0;､4･5

倍して製糊した, ㌔

･その時泉水の添加那 ･3倍迄笹硬 くて使郎 耐えない･叉4･5噂で絃粘産が低下す -1t､. , - - ㌔ ( l

る･と共に葦夢カも低下した.･絡?て3･5庵水量が接着力も高く,'塗布するにも最も

容易である.
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第4表 療加水量と接着力との関係●

′添′ ー加 _;裾 _畳 (膚)∫ 3.9 ･3.3 ･3こ5'. 4.0.､■. 4.5-

y _J･

'､＼′ r牡･ 琴 針

東天三好氏等は高温魔理晩脂大豆を使用するに常らては水女娃少量の N声pli添

ヵ陳 溶液に充分転漬するか,療枕的混嘉によ.って蛋白質に水和状態をも､たらし,gel
*

溶液:を作ることが必要であると述べられた.

.筆者は三好氏等の所謂水和状態をもたらすため,これを機械的に微粉にしてとの

状態になり易か′らしめることにした･これにより高温魔理や る晩脂大豆も 150-'}ツ

シチ以上に粉砕することにより充分使用に耐え得ると考えられる.即ち粉末度は細

かくする方が壕着カは商いが_, 250メツシ-以上の粉末を得る_ことは困難なことが
､-ヽ

多示ので ･i50グッ シ-以上の嘩過粉末であれば充分使用することが出来る･

苛性＼ソ-グの添加量は40Oポーメの溶液で35%が轟もよい･石衣は苛性ソ7ダを
ノ/

多,(添加すれ琴少くて･よいし,一声率を多ぐ添加すれば苛性ノーダは少くてよい･.但

し可使時間,面水陸,接着力の鮎から考えて苛性ソ-ダ 35%,石衣15%が最も通

常と考えられる. #

∫

水の琴加量疫-･1定とする.ことは粥琴ない･て何主なれば粉末度や苛性ソーダゐ添加

′真により影響される.即ち粒子が荒viとき及び苛性ソ-ダの添加量が少阜とき疫多
) ll､JLI

くの水を必要とLt,t粒子が細かいとき及び苛性ソーダの添加量の多心ときは水は少

くてまVl. r ●′ 一一■■

本賛験狩於ける､150メツシ-通過の晩脂木豆粉革の場合は軍陣ゾ-タ.35%,着

衣 15%を添加し,水は粉末重量の 3.5倍a}とき轟も-よい結果を得た.
∫

稿を藤8-に嘗 妙御鞭撞下さ⇒た戸田合板工業株式骨組 ､川敢長卑び賓験に御協力

下さった井藤氏に封し深甚の謝意を責務る.

★木材工業 11窮
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